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アーカイブズ

沖縄県公文書館だより　第52号　平成29年 2月14日発行

　1965 年（昭和 40）10 月7日、琉球列島米国民政府のアルバート・ワトソン高等弁務官が伊良部島

を視察した際に撮影されたもの。低空かつ斜角の撮影で、地上の様子が奥行きをもって記録されて

いる。右下に見える骨組みだけの屋根の周辺はカツオ節加工場。平成 28年の伊良部移動展会場で、

カツオ漁で活気のあった当時を懐かしむ声が上がった 1枚。

佐良浜港上空より
1　[0000112102]　1　[0000112102]　

4
1　[0000112102]　
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▶土木建築部文書「シリーズ」の例

第 1 次 選 別
県 庁 で の

シ
リ
ー
ズ
　

公
文
書
館
の
し
ご
と
　

第
1
回

沖

縄

県

文

書

の

評

価

選

別

　
沖
縄
県
の
各
機
関
で
作
成
さ
れ
、
保
存
期
間
が
満

了
し
た
文
書
は
、
文
書
規
程
等
に
よ
り
公
文
書
館
へ

引
渡
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
大
量
の
文
書
を
す
べ
て
残

す
の
は
コ
ス
ト
や
ス
ペ
ー
ス
の
点
か
ら
困
難
な
こ
と

か
ら
、
残
す
価
値
の
あ
る
文
書
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
当
館
は
沖
縄
県
公
文
書
館
公
文
書
等
管
理
規

程
に
定
め
る
選
別
基
準
を
基
本
に
、
よ
り
客
観
性
の

高
い
細
目
の
も
と
に
、
評
価
選
別
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
公
文
書
館
へ
の
引
渡
し
前
に
、
第
一
次
選
別
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
段
階
で
、
①
庶
務
、
経
理
そ
の

他
の
定
型
的
業
務
を
遂
行
し
て
い
く
過
程
で
作
成
さ

れ
る
文
書
等
（
調
定
調
書
、給
与
及
び
共
済
関
係
書
類
、

出
勤
簿
、
旅
行
命
令
簿
な
ど
）、
②
行
政
刊
行
物
を
作

成
す
る
基
礎
資
料
と
な
っ
た
文
書
等
の
う
ち
、
当
該

行
政
刊
行
物
に
そ
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
も
の
は
廃
棄
処
分
さ
れ
ま
す
。

　
大
き
な
赤
瓦
の
建
物
が
目
を
ひ
く
沖
縄
県
公
文
書
館
。
展
示
室
や
閲
覧
室
は
誰
で
も
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
ろ
側
＝
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
、
ど
ん
な
作
業
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
、
未
来
に
残
し
伝
え
る
沖
縄
県
文
書
を
選
ぶ
「
評
価
選
別
」
の
し
ご
と
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
ま
す
。

　
引
渡
さ
れ
た
大
量
の
文
書
を

「
シ
リ
ー
ズ
」
に
分
類
、
選
別
し

て
い
き
ま
す
。「
シ
リ
ー
ズ
」と
は
、

県
の
機
関
の
事
務
事
業
か
ら
派
生

す
る
概
念
で
す
。	

　
た
と
え
ば
、
土
木
建
築
部
が
実

施
し
た
国
庫
補
助
事
業
と
い
う
大

き
な
事
業
に
は
、
左
下
の
よ
う
な

シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
括
弧
書

き
は
事
業
の
根
拠
と
な
る
法
令
で

す
。
根
拠
法
令
は
、
シ
リ
ー
ズ
を

編
成
す
る
際
の
重
要
な
目
安
と
な

り
ま
す
。

当館は、毎年平均して約 4,000 箱の
県文書を受け入れています（ここ 10
年間の実績）。

公 文 書 館 で の
第 2 次 選 別 が ス タ ー ト ‼

・国庫補助金の交付申請に関すること

	 （補助金適正化法）

・県営住宅整備事業の工事施工に関すること

	 （公営住宅法）

・河川整備事業の工事施工に関すること（河川法）

・道路整備事業の工事施工に関すること（道路法）

・港湾整備事業の工事施工に関すること（港湾法）

少し減量してから
公文書館へ送るんだね

文書の内容を分析

文書保存箱から文書を取り出す
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選別コード

　ダイオキシン類は人の健康に影響を与えるおそれがある有害物質であるため住民の関心も高い。したがっ
て、県または測定機関によるダイオキシン類調査報告書及び監視調査に関する文書は、当時のダイオキシ
ン類の排出状況を検証する際に有益な資料であるため保存する。ただし、事業所ごとの測定結果に関する
文書は、法令に基づく報告であり、県の裁量は小さいため廃棄する。また、引渡実績のない特定施設の設
置に関する文書の保存適否については、引渡後に協議する。

シリーズ名

シリーズ解説

選別区分

所管課名 環境生活部環境保全課 ダイオキシン類調査測定関係 /３年保存

判定理由

一部保存 選別基準 分類7（住民の権利） 環境・衛生 /環境保全 /公害対策

文書類型

ダイオキシン類の調査測定に関すること

　ダイオキシン類による環境汚染や人の健康被害を防止するために「ダイオキシン類対策特別措置法」（平
成 11年法律第 105 号）では、大気、公共水域などに関する環境基準や、人の１日当たりの許容摂取量など
が定められている。
　同法ではダイオキシン類を排出する施設を特定施設として定め、その設置者にはダイオキシン類排出規制
値の遵守を義務づけており、排出ガスや排出水の汚染の状況について、毎年測定し都道府県知事に報告しな
ければならないとしている。
　また、同法により都道府県知事には特定施設の監視と併せて、大気・公共用水域・土壌中のダイオキシン
類の常時監視が義務づけられており、これらの調査結果を環境白書にて公表している。

次の文書のうち、【廃棄】以外を保存とする。
１. 県または測定機関による環境中のダイオキシン類調	
	 査報告書
（１）ダイオキシン類測定業務報告書
（２）海生生物汚染物質濃度測定業務報告書
（３）基地周辺公共用水域監視調査に係るダイオキシ　　　　

ン類測定業務報告書
（４）各測定業務についての詳細なグラフデータや精

度管理報告書等
２. 発生源監視調査に関する文書
（１）ダイオキシン類発生源監視測定業務結果報告書
（２）改善命令・立ち入り調査書等

３. 特定施設設置者に関する文書
（１）ダイオキシン類自主測定結果及び計量証

明書等添付文書【廃棄】
（２）事業者や保健所との往復文書【廃棄】
（３）改善命令・立ち入り調査書等
４. 特定施設の設置に関する文書【引渡実績なし】
（１）特定施設設置（使用、変更）届出書
（２）特定施設使用廃止届出書
（３）その他、特定施設の使用変更に関する文　　

書

対応類名

評価選別会議

廃棄処分する文書にマーキングする

評価選別シートの作成

※平成 27年度は 3,520 箱の文書を評価選別しました。その内訳は、保存 1,167 箱、一部保存 631 箱、廃棄 1,722 箱です。

　
当
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
リ
ー
ズ
を
構

成
す
る
文
書
を
類
型
化
・
一
覧
化
し
た
「
評

価
選
別
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
す
。

　
左
の
例
の
よ
う
に
、
シ
ー
ト
に
は
文
書
類

型
ご
と
に
、
保
存
す
べ
き
文
書
と
廃
棄
す
べ

き
文
書
を
明
示
し
ま
す
。

て
、
最
終
版
に
ま
と
め
上
げ
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
十
一
月
現
在
、
計
四
一
七
枚
の

評
価
選
別
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ー
ト
に
よ
り
、
よ
り
客
観
的
な

判
断
基
準
で
文
書
を
選
別
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
シ
ー
ト
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
シ

リ
ー
ズ
の
文
書
を
一
つ
一
つ
確
認
し
、
保

存
と
廃
棄
に
振
り
分
け
て
い
き
ま
す
。

　
判
断
の
結
果
は
、「
評
価
選
別
結
果
明

細
」
と
し
て
、
知
事
に
報
告
し
ま
す
。

　
保
存
決
定
し
た
文
書
は
、
目
録
作
成
担

評 価 選 別 シ ー ト の 作 成

３ つ の 評 価 視 点
（１）重要な意思決定に関する公文書等　

（２）社会情勢や変遷に関する公文書等　

（３）個人の財産や権利に関する公文書等

「評価・選別にあたっては、行政の記録センターとして機
能し得るよう、後世の評価に堪える公正さをもって行わな
ければならない」（沖縄県公文書館運営基本方針）という
責務を果たします。

　
こ
の
シ
ー
ト
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
該
当

す
る
文
書
を
み
て
内
容
を
吟
味
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
や
資
料
を
参
照
し
、

所
管
課
に
聞
き
取
り
な
ど
も
し
て
、
判
断
の
根

拠
を
固
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
評
価
選
別
会
議
」
で
審
議
し

当
へ
引
き
継
ぎ
、
利
用
に
供
す
る
準
備
に
入
り

ま
す
。

破
棄
決
定
し
た
文
書
は
、
知
事
の
決
裁
を
経
て

廃
棄
処
分
し
ま
す
。

たくさんの文書について判断するのはたいへんだね

評価選別シートってどうやって
つくるんだろう？



沖縄県公文書館だより Archives 第 52 号

4

新
規
公
開
の
沖
縄
県
文
書

平
成
二
十
八
年
八
月
公
開
分

「第 1回沖縄振興開発審議会議事録」
	 第 1次沖縄振興開発計画作成審議会関係	　
1972 年　[0000125903] より

「日本初に参加しよう。」広報関係	県民投票チラシ　
1996 年　[0000126231] より

　
沖
縄
振
興
開
発
計
画
は
、
一
九
七
二
年

（
昭
和
四
十
七
）五
月
の
沖
縄
返
還
に
伴
っ

て
制
定
さ
れ
た
「
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
沖
縄
の

振
興
開
発
の
方
向
性
と
基
本
政
策
を
示
し

た
総
合
計
画
で
す
。
第
一
次
及
び
第
二
次

に
お
い
て
は
「
本
土
と
の
格
差
是
正
」「
自

立
的
経
済
発
展
の
た
め
の
基
礎
条
件
の
整

備
」
が
柱
に
据
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
第
三

次
で
は
新
た
に
「
わ
が
国
の
経
済
社
会
及

び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
特
色
あ
る
地

域
と
し
て
の
整
備
」
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
同
計
画
は
、
県
知
事
が
沖
縄
県
振
興
開

発
審
議
会
の
協
議
を
経
て
作
成
し
た
案
を
基

に
、
内
閣
総
理
大
臣
が
沖
縄
振
興
開
発
審
議

会
に
諮
っ
た
後
に
関
係
省
庁
と
協
議
し
、
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
県
に
よ
る
計
画
案
策

定
、
国
に
よ
る
計
画
決
定
、
計
画
の
総
点
検
、

制
度
の
改
正
、
後
期
計
画
の
方
向
性
等
に
関

す
る
文
書
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
沖
縄
県
は
「
沖
縄
県
土
地
改
良
財
産
の
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
土
地

改
良
事
業
で
生
じ
た
土
地
、
権
利
又
は
立
木
、

工
作
物
等
の
管
理
及
び
処
分
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
土
地
改
良
財
産
管
理
委

託
申
請
書
、
管
理
委
託
協
定
書
、
土
地
改
良
財

産
他
目
的
（
用
途
）
使
用
（
収
益
）
承
認
申
請

書
、
土
地
改
良
財
産
改
築
（
追
加
工
事
）
承
認

申
請
書
、
土
地
改
良
財
産
交
換
申
請
書
、
土
地

改
良
財
産
譲
渡
申
請
書
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
米
施
政
権
下
の
一
九
五
三
年
（
昭
和

二
十
八
）
一
月
、「
琉
球
政
府
公
務
員
法
」

が
公
布
さ
れ
、
琉
球
政
府
人
事
委
員
会
（
以

下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。）
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
民
意
に
基
づ
く

新
し
い
公
務
員
制
度
の
確
立
と
公
務
の
民
主

的
か
つ
能
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
専
門

的
人
事
行
政
機
関
の
確
立
を
目
指
し
ま
し

た
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
琉
球
政
府
職
員
採
用

試
験
の
問
題
作
成
及
び
事
務
手
続
き
、
採
用

基
準
の
規
程
、
採
用
候
補
者
名
簿
等
が
含
ま

れ
ま
す
。

■
企
画
部
文
書

▼
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
策
定
に
関
す
る

文
書

（
二
二
〇
冊
）

■
知
事
公
室
文
書

▼
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
及
び
基
地
の
整
理

縮
小
に
関
す
る
県
民
投
票
に
関
す
る
文
書

（
八
十
四
冊
）

　
沖
縄
県
は
、
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
九
月

八
日
、「
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
及
び
基
地

の
整
理
縮
小
に
関
す
る
県
民
投
票
条
例
」
に
基

づ
い
て
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
全
国
初
と
な
る
県

民
投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
沖
縄
県
条
例
制
定
請
求

権
者
署
名
簿
（
市
町
村
別
）、
広
報
関
係
の
チ

ラ
シ
、ポ
ス
タ
ー
、グ
ッ
ズ
、ビ
デ
オ
、音
声
テ
ー

プ
等
の
ほ
か
、
県
民
投
票
関
係
諸
様
式
、
執
行

経
費
関
係
、
本
部
会
・
幹
事
会
関
係
資
料
等
が

含
ま
れ
ま
す
。

■
農
林
水
産
部
文
書

▼
県
土
地
改
良
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
文
書

（
一
一
八
冊
）

■
人
事
委
員
会
文
書

▼
琉
球
政
府
人
事
委
員
会
の
職
員
採
用
及
び

昇
任
試
験
に
関
す
る
文
書

▼
琉
球
政
府
人
事
委
員
会
の
人
事
行
政
に
関

す
る
文
書

　
人
事
委
員
会
は
、
琉
球
政
府
職
員
採
用
試

験
の
問
題
作
成
及
び
事
務
手
続
き
の
ほ
か
、

職
員
の
給
与
・
勤
務
時
間
・
勤
務
条
件
・
福

利
厚
生
制
度
・
公
務
災
害
補
償
制
度
等
に
関

す
る
研
究
・
報
告
等
も
行
い
ま
し
た
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
人
事
行
政
業
務
の
た

め
に
収
集
・
作
成
し
た
資
料
及
び
、
人
事
行

政
に
関
わ
る
通
知
、
照
会
、
回
答
に
関
す
る

文
書
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

（
一
三
二
冊
）

（
四
十
五
冊
）
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「ハワイ、メキシコ、ペルー、ニューカレドニア、フィリピン、カナダに凡そ
五千人出稼ぎせしめ」とあり、順調な移民事業の様子を伝えています。
1907年 9月17日付　［0000050298］

当
山
久
三
よ
り

平
良
新
助
あ
て
書
簡　

私とアーカイブスⅥ

　
一
昨
年
、﹃
沖
縄
偉
人
劇
　
屋
良

朝
苗
物
語
﹄
の
舞
台
を
演
出
し
ま
し

た
が
、
屋
良
朝
苗
顕
彰
事
業
推
進
期

成
会
か
ら
こ
の
話
が
あ
っ
た
当
初
は

戸
惑
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ぼ
く
が

地
域
の
舞
台
な
ど
で
取
り
上
げ
て
き

た
の
は
﹃
肝
高
の
阿
麻
和
利
﹄
を
は

じ
め
、
数
百
年
前
の
歴
史
上
の
人
物

で
す
。
　
　
　
　

　
い
っ
ぽ
う
屋
良
先
生
は
ほ
ん
の

四
〇
数
年
前
、
日
本
復
帰
前
後
の
激

動
期
の
沖
縄
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
著

　
詩
人
・
演
出
家
、
そ
し
て
文

化
に
軸
足
を
お
い
た
地
域
活
性

化
モ
デ
ル
づ
く
り
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
、
平

田
大
一
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。

（公財）沖縄県文化振興会　平田大一理事長

平田大一さん

名
な
方
で
す
が
、
知
っ
て
い
る
よ
う

で
、
実
は
よ
く
知
ら
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
遠
い
時
代
の
人
物
は
身

近
に
感
じ
る
の
に
、
近
い
時
代
の
人

は
か
え
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
、

若
い
世
代
も
そ
う
感
じ
て
い
る
の

じ
ゃ
な
い
か
。だ
っ
た
ら
伝
え
よ
う
、

と
い
う
使
命
感
を
お
ぼ
え
て
、
演
出

を
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す
。

　
人
間
屋
良
朝
苗
に
迫
ろ
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
ぼ

く
の
演
出
助
手
は
か
な
り
公
文
書
館

に
入
り
浸
り
で
し
た
よ
。
公
文
書
、

日
記
や
メ
モ
を
読
む
と
、
先
生
の
リ

ア
ル
な
息
遣
い
、
当
時
の
空
気
感
が

伝
わ
っ
て
、
折
々
の
屋
良
先
生
の
言

葉
が
克
明
に
新
鮮
に
響
い
て
き
ま
し

た
。
過
去
を
想
像
さ
せ
る
、
追
体
験

さ
せ
る
力
、
そ
れ
が
ほ
ん
も
の
の
資

料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
　

　
公
文
書
館
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
ろ
ん
な
思
い
が
詰
ま
っ
て
い

る
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
、
過
去
と
い

う
も
の
に
触
れ
、
思
い
を
共
有
す
る

場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

資
料
紹
介
　

　
展
示
室
で
開
催
中
の
「
土
地
と
移
民
」
展

は
、
昨
年
行
わ
れ
た
「
第
六
回
世
界
の
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」
に
ち
な
ん
で
、
約

八
十
点
の
資
料
を
展
示
し
、
と
く
に
戦
前
・

戦
後
そ
れ
ぞ
れ
の
移
民
の
始
ま
り
を
と
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が
、

当
山
久
三
の
直
筆
書
簡
で
す
。
広
い
世
界

を
視
野
に
入
れ
て
未
来
を
語
る
当
山
に
心

を
打
た
れ
る
と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
金
武
町
出
身
の
当
山
は
一
八
九
九
年
（
明

治
三
十
二
）
沖
縄
か
ら
初
の
海
外
移
民
を

ハ
ワ
イ
に
送
り
出
し
、「
沖
縄
移
民
の
父
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
謝
花
昇
ら
と
共
に
自

由
民
権
運
動
に
尽
く
し
ま
し
た
が
、
県
知
事

の
奈
良
原
繁
ら
に
阻
ま
れ
、
自
由
な
新
天
地

を
求
め
て
海
外
移
民
事
業
に
活
路
を
見
出
し

ま
し
た
。
　

　
こ
の
書
簡
は
、
移
民
あ
っ
せ
ん
事
業
が
順

調
に
進
ん
で
意
気
盛
ん
な
時
代
の
当
山
が
、

民
権
運
動
の
仲
間
で
、
ハ
ワ
イ
を
経
て
北
米

に
移
住
し
て
い
た
、
平
良
新
助
に
送
っ
た
も

の
で
す
。
県
外
か
ら
入
っ
て
き
た
悪
徳
移
民

業
者
に
対
抗
し
て
県
人
を
守
る
た
め
、
協
会

設
立
の
準
備
中
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
移
民

新
聞
を
発
刊
し
て
告
発
・
啓
蒙
活
動
を
し
て

い
る
こ
と
な
ど
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ワ
イ
移
民
の
湧
川
清
栄
氏
（
ハ
ワ
イ
タ

イ
ム
ス
編
集
局
長
、
日
本
国
ホ
ノ
ル
ル
総
領

事
館
顧
問
な
ど
を
歴
任
）
が
保
管
し
て
い
た

こ
の
書
簡
は
、
氏
の
著
書
﹃
当
山
久
三
伝
　

沖
縄
解
放
の
先
駆
者
﹄（
昭
和
四
十
八
年
刊
）

の
中
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
氏
と

受
取
人
の
平
良
は
と
も
に
今
帰
仁
村
出
身
。

湧
川
氏
が
こ
の
書
簡
を
入
手
し
た
背
景
に
あ

る
移
民
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
想
像
で
き

る
の
も
、
人
気
の
一
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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平
安
座
島
で
は
一
九
六
一
年
（
昭
和

三
十
六
）
に
海
中
道
路
建
設
期
成
会
が
結
成
さ

れ
、
島
民
自
ら
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
台

風
の
被
害
な
ど
で
進
捗
し
ま
せ
ん
で
し
た
。			　
　

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
）、
海
中
道
路
実

現
に
向
け
て
与
那
城
村
議
会
が
琉
球
政
府
に
公

有
水
面
埋
立
を
申
請
し
、
費
用
は
平
安
座
島
に

石
油
基
地
を
有
し
て
い
た
ガ
ル
フ
石
油
精
製
株

式
会
社
が
負
担
し
ま
し
た
。

　
申
請
書
添
付
の
図
面
に
よ
る
と
、
道
路
は
海

上
に
盛
土
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
、
排
水

の
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
ー
や
捨
石
被
覆
材
を
側
面

に
配
し
、
緩
い
勾
配
の
石
積
み
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
海
中
道
路
は
一
九
七
一
年
（
昭
和

四
十
六
）
六
月
、
平
安
座
島
と
屋
慶
名
間
に
開

通
し
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
県

道
に
な
り
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
）
に
現

在
の
四
車
線
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

6
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シマめぐり沖縄
第 6 回 平安座島・宮城島・伊計島

　
宮
城
島
の
周
囲
は
定
置
漁
業
に
適
し
た
立
地
で
し

た
。
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）、
地
元
の
漁
協
組

合
が
琉
球
政
府
に
対
し
て
定
置
漁
業
権
免
許
の
取
得
申

請
を
し
た
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
を
通
し
て
定
置
網
で
か
つ
お
と
み
づ
ん
（
鰯
）

を
漁
獲
す
る
た
め
、
定
置
網
は
与
那
城
村
字
上
原
地
先

に
設
置
す
る
内
容
で
、
水
揚
予
想
高
は
千
二
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
と
さ
れ
ま
し
た
。
右
の
定
置
網
敷
設
図
に
か
わ
い

ら
し
い
魚
の
絵
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）、
伊
計

島
に
高
等
弁
務
官
資
金
と
琉
球
政
府
の

補
助
で
発
電
機
二
基
（
二
十
五
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）
が
設
置
さ
れ
、
電
力
供
給
が
始
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
供
給
時
間
帯
は
午
後

六
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で
、
出
力
も
弱
い

た
め
家
電
を
使
う
に
も
変
圧
器
が
必
要

な
不
便
な
状
態
で
し
た
。

　
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
九
月
三

日
に
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
ら
が
来

島
し
た
際
に
は
、
発
電
機
一
基
が
動
か
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
（
そ
の
直
後
に
も
う

一
基
も
故
障
）。
住
民
の
強
い
要
請
も
あ

り
、
同
月
十
六
日
、
琉
球
電
力
公
社
の
協

力
の
も
と
六
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
機

が
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
映
像
が
琉
球
列
島
米
国
民

政
府
制
作
の
テ
レ
ビ
番
組
に
残
っ
て
い

ま
す
。
当
時
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
伊
計

島
観
光
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
や
、
集
落
の
様

子
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「平安座島に向かって海を渡り木材を運ぶ人々」　1945 年撮影　
エドワード・シュワルツ氏写真資料　[T00002899B]

「与那城村屋慶名及び平安座間公有水面埋立　与那城村　
海中道路建設工事 1/2」　1970 年　沖縄県文書　[0000073929]

「漁業免許申請書」1969 年　琉球政府文書　［R00060284B］

「TVウィークリー　伊計島の電力事情」より
USCAR 広報局撮影　1969 年 10 月 27 日放映　
[0000086920]

　今回は旧与那城町（現・うるま市）の 3つのシマをめぐります。
勝連半島の北東に位置する平安座島、宮城島、伊計島は 3島合わ
せて人口 2,339 人（平成 27 年２月現在）。かつて島民は干潮時
の干潟を歩いて沖縄本島へ渡っていました。1950 年代には海運
会社が定時運航開始、さらに米軍払い下げの海上トラックが干潮
時に平安座・屋慶名間を走りました。
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簡易製本と保存箱づくり

沖縄移民の記録

公文書管理講座
公文書の評価選別
　　　―なにを残し、なにを捨てるか―

「世界のウチナーンチュ大会」
出張展示

　講師は（公財）沖縄県文化振興会公文書専門員の城間敦子が務めま
した。当館の保存担当スタッフが参加者のみなさんの作業を補助し、
糸綴じ製本や、大事な資料を守る保存容器作成の技術を学んでいた
だきました。

　163 人の来場者で大盛況となり、「世界のウチナーンチュ大会」開催を
前に、移民史への関心が高まっていることがわかりました。当日の上映作
品は閲覧室でも視聴できます。閲覧カウンターで申請してください。

	▷「琉球ニュース（南米ボリヴィアへ移民団出発）」　［0000065868］
	▷「開拓の地　八重山」　［0000065887］
	▷「ハワイに生きる」　［T00002949B］
	▷「ボリビアに拓く緑のコロニア―15年目の沖縄移住地」　［T00022542B］

　（公財）沖縄県文化振興会主任専門員の福地洋子と群馬県立文書館公文書係指導
主事の小髙哲茂氏が、それぞれ沖縄と群馬の事例をもとに講演しました。公文書
管理関係者のほかに一般の方も多く受講され、公文書館業務に対する理解を深め
ていただきました。
　講演の様子は当館ホームページで動画配信していますので、ご覧ください。

　沖縄セルラーパーク那覇会場で出張展示「写真が語る
沖縄移民史」を行いました。パンフレットやニューズレ
ターを配布したブースにも、たくさんの方が立ち寄って
くださいました。

8/5

12/3

8/27

10/27～30

第 6回

上映会

資料保存講習会

主催行事へのご参加ありがとうございました
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＊駐車スペースが限られていますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

　
琉
球
政
府
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
、
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
所
蔵
資
料
検
索
で
閲
覧

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
琉
球
政
府
文
書
と
は
、
沖
縄
戦
以
降
の
占

領
統
治
下
に
お
い
て
立
法
、
行
政
、
司
法
の

三
権
を
有
し
た
琉
球
政
府
や
、
そ
の
前
身
機

関
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
文
書
で
、
当
館
所

蔵
資
料
の
中
心
を
占
め
て
お
り
広
く
県
民
等

の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
二
月
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
に
、
平
成

二
十
七
年
三
月
か
ら
試
験
公
開
さ
れ
て
い
た

「
琉
球
政
府
文
書
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
」
を
統
合
し
ま
し
た
。
従
来
の
目
録
検
索

機
能
に
加
え
、
画
面
上
で
公
開
済
み
の
デ
ジ

タ
ル
画
像
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
検
索
方
法
や

検
索
結
果
の
表
示
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な

り
、
簿
冊
単
位
の
目
録
デ
ー
タ
の
一
部
に
は

文
書
件
名
を
追
加
し
て
検
索
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　
統
合
後
の
第
一
回
公
開
資
料
は
、
米
国
に

よ
る
沖
縄
統
治
関
連
の
布
令
・
布
告
等
と
琉

球
政
府
以
前
の
行
政
機
構
の
文
書
で
す
。

　
今
後
、
定
期
的
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
資
料
の
紹
介
ペ
ー
ジ
も
充

実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
よ
り
便
利
に

な
っ
た
所
蔵
資
料
検
索
を
ど
う
ぞ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

琉
球
政
府
文
書
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！

　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
、
伊
良
部
公
民
館
で

移
動
展
「
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
る

伊
良
部
」
を
開
催
し
、
八
四
一
人
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
復
帰
前
、

琉
球
政
府
や
米
軍
等
の
要
人
が
視
察
に

訪
れ
た
際
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
中

に
、
懐
か
し
い
顔
や
風
景
を
発
見
し
て

喜
ぶ
方
も
い
ま
し
た
。

　
電
気
や
水
道
事
業
の
起
債
申
請
、
災

害
復
旧
へ
の
補
助
要
請
等
が
記
録
さ
れ

た
公
文
書
に
、
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克

服
す
べ
く
奮
闘
し
た
島
の
歴
史
を
見
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

伊
良
部
移
動
展
を

開
催
し
ま
し
た

※
「
琉
球
政
府
文
書
」
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
︑
沖
縄
県

の
「
琉
球
政
府
文
書
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

推
進
事
業
」
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒




